
安城市雨水流出抑制施設設置指導要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、安城市雨水マスタープランに基づき、市民及び事業者（以下

「市民等」という。）に対し、雨水流出抑制施設の設置に関し必要な事項を指導

することにより、浸水被害の防止、健全な水環境の保全及び震災時の防災用水の

確保を図ることを目的とする。 

 （用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

（１）雨水流出抑制施設 雨水浸透施設、雨水貯留施設又はこれらを組み合わせた

施設をいう。 

（２）雨水浸透施設 浸透マス、浸透管、浸透側溝、透水性舗装その他雨水を地中

に浸透させることのできる施設をいう。 

（３）雨水貯留施設 駐車場、集合住宅の棟間、公園、グランドその他の空地に設

置する雨水を一時的に貯留するための施設をいう。 

（４）対策量 雨水流出抑制施設の透水性能又は貯水容量をいう。 

（５）対象面積 敷地面積から緑地面積を控除した面積をいう。 

（６）緑地面積 建築物を建築し、又は車両等が容易に走行できない程度の固さの

状態の土地の面積をいう。 

 （指導の対象） 

第３条 市長は、市民等が特定都市河川浸水被害対策法（平成１５年法律第７７号

）第２条第２項に規定する特定都市河川流域並びに土地区画整理事業の施行中及

び施行を完了した区域（十分な貯留量を有する雨水調整池がある区域に限る。）

以外の敷地（５００平方メートル以上の面積のものに限る。）において開発許可、

建築許可又は農地転用を必要とする行為を行おうとするときは、当該市民等に雨

水流出抑制施設を設置するよう指導するものとする。 

 （対策量） 

第４条 市民等は、前条の規定により雨水流出抑制施設の設置を行う場合は、当該

施設の対策量を、次の式により算出された数値以上となるようにするものとする。 

 Ｖ＝４００Ａ 

 Ｖ：対策量（立方メートル） 



 Ａ：対象面積（ヘクタール） 

 （届出） 

第５条 市民等は、雨水流出抑制施設を設置するときは、雨水流出抑制施設設置計

画書（様式第１）を市長に提出するものとする。 

２ 市民等は、前項の規定による届出から工事が完了するまでの間に雨水流出抑制

施設設置計画の内容を変更しようとするときは、速やかに変更内容を市長と協議

するものとする。 

 （完了報告） 

第６条 市民等は、雨水流出抑制施設の設置を完了したときは、雨水流出抑制施設

設置完了報告書（様式第２）を市長に提出するものとする。 

 （完了確認） 

第７条 市長は、前条の規定による報告があったときは、速やかに完了の確認を行

うものとする。 

２ 市長は、前項に規定する完了の確認の結果、不備箇所又は修正すべき事項があ

ると認められるときは、速やかに市民等の責任において、適正な処理をするよう

指導するものとする。 

 （技術的事項及び維持管理に関する指導） 

第８条 市長は、雨水流出抑制施設の技術的事項及び維持管理に関する事項につい

て、市長が別に定める安城市雨水流出抑制施設設置技術基準に基づき、市民等に

指導するものとする。 

   附 則 

 この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 



様式第１（第５条関係）

　　　　年　　月　　日

　安城市長

届出者

（ ）　　－

設計者

（ ）　　－

　雨水流出抑制施設を下記のとおり設置します。

安城市　　　　　町　　　　　　　　

㎡ ㎡

㎡

㎥ ㎥

合計（＝実施対策量） ㎥

①　位置図 ②　平面図 ③　構造図

④　計算書 ⑤　その他（　　　　　）

　※印の欄には、記入しないでください。

雨
水
浸
透
施
設

※受付番号

浸透適地の判定 □　適地 □　準適地 □　不適地

設置場所

敷地面積(B)

工事の概要

数量 単位設計浸透量 対策量

緑地面積(C)

　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

連絡先

記

対象面積(A=B-C)

添付図書

形状寸法施設名称

雨
水
貯
留
施
設

雨水流出抑制施設設置計画書

住　所

氏　名

連絡先

住　所

氏　名

必要対策量(400A/10000)

工事期間

実施対策量



様式第２（第６条関係）

　　　　年　　月　　日

　安城市長

届出者

（ ）　　－

設計者

（ ）　　－

　雨水流出抑制施設の工事が完了したので、下記のとおり報告します。

安城市　　　　　町　　　　　　　　

㎡ ㎡

㎡

㎥ ㎥

合計（＝実施対策量） ㎥

　※印の欄には、記入しないでください。

雨水流出抑制施設設置完了報告書

氏　名

連絡先

住　所

氏　名

連絡先

住　所

浸透適地の判定 □　準適地 □　不適地

変更の有無

□　適地

実施対策量

対策量施設名称 形状寸法 数量 単位設計浸透量

設置場所

対象面積(A=B-C)

敷地面積(B)

記

緑地面積(C)

必要対策量(400A/10000)

工事の概要（変更有りの場合のみ記入してください）

工事期間

□　無□　有

　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

雨
水
浸
透
施
設
雨
水
貯
留
施
設

④　その他(　　)③　計算書

※現場確認年月日 　　　　年　　月　　日

添付図書 ①　竣工図 ②　工事写真

※確認結果


